て 来ました。 

ギヮ ー ック、 ギヮ— ック、 カツ トン 口—、 カツ トン 

nl …… 

； r ッ ハツ IT ッ！ ホ ッホッ ホッ！ 

ュ— ラス は、 自分が 神様だった の をす つかり 忘れて 

しまって 大 いそぎで 逃げ出しました。 そして、 また 次 

の 日に いくら その 谿間 に違いない ところ を さがして み 

て も、 あの 綺麗な 小川 さえ 見つける ことができません 

でした …… 。 



ちに、 それ 等の 尊い 感情の 根元 だけ を 辛うじて 暖く大 

切に 保存して いて くれた。 

何 か 一 つの 転機が、 彼女の 上に 新ら しい 刺戟と 感動 

も.. こら 

とを齎 しさえ すれば、 一旦 は 霜枯れた それ 等の 華 も、 

目覚ましい 色 を もって 咲き 満ちる 可能性が、 一つ一つ 

の 細胞の 奥に 巣籠って いたので ある。 

そして、 この 非常に 要求され ていた 一転機と して、 

彼女の 女学校 入学が、 殆ど 予想外の 効力 を もった ので 

あった。 

どんなに 陰気に なって いても、 彼女の 年の 持つ 単純 

さが、 新ら しく 彼女 を 取リ繞 つた 周囲に 対して、 驚く 



洋 I 卦 紙の 綴じた のに、 十月 —— 日と 日附け をして 書 

きながら、 彼女 は、 力 アツと 眩しい ように 明るかった 

自分の 上に、 また 暗い、 冷たい 陰が さして 来る のを感 

じた。 

すぐよ かに、 いみ じかれ 

我が 乙女 子よ …… 。 

声高な 独唱に つれて、 無意識に 口 を そろえ 声 を張リ 

あげて 

すぐよ かに、 いみ じかれ 

わが 乙女 子よ …… 。 

と 合唱の 繰返し をつ けて いる 最中に、 彼女に は フト、 



に 溶け こんで しまう の を 感じた ので ある。 

無辺 在な 光明 …… 。 

ほんと に 彼女 は、 もう 「偉い人と いう もの は」 など 

という 言葉で 考えたり 探したり している こと は 出来な 

くな つ てし ま つ た。 

偉大な 人々 の、 実に 数え きれない ほど たくさんの そ 

れ 等の 美点と 美点と が、 変化 窮 りない 自由 さと、 力と 

において、 結合し、 融合した ときに 発する 光明の 連続 

が、 今、 自分に このような 感動 を 与える。 彼女 は、 彼 

等が、 ただ 正直な 人間と いう もので もな く、 意志の 強 

いとい われる だけで もない ことに 気が 附 いたので ある- 



持から、 ほんとの 人間の 生活に と つ て、 「あるべき こと」 

と、 「あるべからざる こと」 とが、 或る 程度まで 判断 さ 

れ るよう になった。 

そして、 いつ ともなく 相当な 言葉 数 を 知って 来た 彼 

女 は、 自分の これから を 「どうしたらいいだろう」 と 

かって 書いた 心細 さから は、 たとい 極く 僅かで は あつ 

たが、 救われた。 

一生懸命に 努力して 行き、 正しい ことから、 より 正 

しい ことへ と 進んで さえ 行けば、 という 希望が 彼女の 

心のう ちで だんだんと 勢 を 得て 来たので ある。 

「私 は、 鍵 を 与えられた。 それ を どう K い、 どれほど 



の 宝物 を 見出す か は、 私に まかせられて ある。 それ は 

確か だ」 

い つもの 洋 S 紙へ 赤の 圏 点を打つて 彼女 はまた こう 

書いた。 

「あの 美く しい 層雲 を 見よ。 地上に 咲き 満ちる 花と、 

瞬く 小石と、 熟れて 行く 穀物の 豊饒 を 思え。 希望の 精 

霊 は、 大気と ともに 顫ぅ 真珠の 角笛 を 吹く …… 」 

けれども、 そう 書き終る か 終らない うちに、 苦痛の 

第一が やって来た。 彼女 は、 幸福に 優しく 抱擁され る 

代りに、 恐ろしく 冷やかに 剌々 しい 不調和と 面接し、 

永い 永い 道連れと ならなければ ならなかった ので ある。 



I 月 I 日 

「真面目で あれと 云われる。 それ だのに ほんとの 真面 

目 さは 圧し殺され、 自信 を もって 進めと 云われつつ、 

引き戻され るの は なぜか」 

彼女の その 頃の ノ— トは、 こういう 種類の 言葉に 満 

たされて ある。 

「自分の 一 生 懸命な 質問 は、 明かに 弱味 を 見せた くな 

さ、 尊敬 を 失いた くな さに 根差して いる 虚勢で、 お 為 

ごかし の 否定 を 与えられ、 また 或る 種の 人々 は、 彼の 

じょうだん 

口軽な、 頓智の いい 戯談 で、 巧に はぐら かしてし まう。 



それで 自分が すまされ ると 思う のか、 今に 忘れる だろ 

うとで も 思って、 そんな 当座 まぎれ をす るの だろう か 

非常に、 非常に 不愉快な 心 持が する。 

経験の 尊ぶべき ことにつ いて、 屢々 語られる。 真に 

経験 は 尊い。 けれども、 その 尊ばるべき 経験 は、 いつ 

も 年長者の 経験の みに 限られて いるの は なぜか、 我々 

の 経験 をす ベて 参考と して、 お前 達 自身の 経験 をより 

深く、 より 価値の ある ものと せよ と は、 なぜ 云われな 

、 3 ゝ o 

レのカ 

I 月 I 日 



えんきょく 

あまりに、 あまりに 婉曲な 辞令、 便宜上の 小手 段、 

黙契 を もって 交換 的に する 尊敬の 庇護、 私 は 皆、 嫌い 

だ。 

広い 広い 野原に 行きたい。 大きな 声で 倒れる まで 叫 

んで龃 け まわりたい。 犬鷲の 双翼 を 我に 与えよ」 

けれども、 これ 等の 断片的の 文句より は、 どうかし 

て 出されず にあった、 或る人への 手紙が、 一番よ く 彼 

女の 云いた か つたこと を 云って いるよう に 思われる。 

青い 小形の 紙に、 A さん、 私 は 今 こんな 話 を 思いつき 

ました。 

という 書き出しで、 細かい 字が ぎっしり 七 枚の 紙を埋 



と 云って、 お辞儀 をした」 

この 話 を 貴女 は、 どうお 思いになります。 もちろん 

馬鹿馬鹿しい 滑稽な ことに は 違いありません。 けれど 

も、 耳 を 切られ、 殺されて しまわなければ ならな かつ 

た 国民に、 私 は 同情せ ずに はいられません。 そして、 

その 同情 は 即ち、 これと 同様な 位置に ある 自分への 同 

情で ある こと はすぐ お分りの ことと 思います。 

こんな 話 を 考え出す ほど、 このごろの 私 は、 不安 や 

ら 反抗 やら、 圧迫 やらに 苦しめられて いるので す。 

いつぞや、 御 一緒に 買った 「あの 本」 の 中に (多分 

智慧と 運命の こと。) 



いのです。 

たとい、 或る人 は 声楽家で なくても、 美く しい 声 を 

もっている 方が よいの は、 真理です。 耳がない よりあ 

る 方が よいの は、 明かで はありますまい か。 

そして、 それが 真理 だと 解って いるなら、 例え 自分 

は 極り の 悪い ほど 濁った、 嗄 がれ 声で あっても、 美く 

しい 声 を もっている 人を讃 め、 なおなお たくさんそう 

いう 人の 出て くれる こと を 願う ベ きで はありますまい 

ゝ o 

力 

私 は、 そういう ことが、 心に 何の 仮面 も、 虚勢 もな 

しに 思える 人に なりたい のです。 



たは 肝癩が 起って いると きの 私 を 知っている 人 はあり 

ま ^9 

けれども、 自分 を 育てて 行きたい 願望に 燃える とき 

の 私、 そのために 絶えず 苦しみ、 歎きす る 自分 を 優し 

く 見て いるもの は、 やはり この 自分 だけ ほかない の を 

このごろ になって 知りました。 世の中に よく ある 通リ 

或る 標 線から ちょいと でも 頭 を 出す ものが あると、 そ 

の 価値 を 考える 暇 もな くびつ くりし、 まごついて、 大 

急ぎ で 擲き つける ような 人々 を I 禪 つて、 擲き つけら 

れ るの を こわがって、 私の 道 を 曲げ、 怯んで はいられ 

ません。 



めて 或る 次の 一 点へ 徐々 に 彼女 を 動かして いた。 

自分ば かり 凝視して いた 彼女の 眼 は、 そろそろと 自 

分より 不幸な、 より 惨めな、 そして それ 等に 対して、 

自分が 無関心で あつたの を 恥 かしく 思わずに はいられ 

ない 一 方面に 転ぜられ 始めた ので ある。 

不当な 圧迫 や、 服従の 強制に 対して、 絶えず 不満 を 

感じて いた 彼女が、 自分より もっともつ とそれ 等の 堪 

えがたい あらゆる ことに 堪えて、 物質的に も 精神的に 

も 劣者の 位置に 甘んじて いなければ ならない 者に 心附 

いたと き、 どのくらいの 同 晴 に 打 たれた ことであろう _ 



と 思われた 確信が、 淋しい 後 姿 を 見せながら、 今まで 

よ リー 層 渾沌と した、 深い 深い霧の 海の 中へ、 そろ そ 

ろと 彼の 姿 を 没して しまう のば かりが 見られる。 

そして、 目前に は、 遺された いろいろの 問題 —— ほ 

ん と の 愛情、 善悪の 対立 の 可 不可 II が、 黒く 押し黙 つ 

て、 彼女の 混 惑した 心に、 寒い 陰 をな げたので あった。 

「私 は、 私の 全部に おいて 失敗して しまった。 大変 悲 

しい。 恥 かしい 思いに 攻められる。 そして、 なお その 

上、 失敗した 思想 以上に、 一分 も 進んで はいない 頼り 

なさ、 不安 を 感じずに はいられない。 けれども、 

神よ 我に 強き 力 を 与 へ 給え …… 。 
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• 表記に ついて 

• 本 文中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (K 外字) 

J 

が 使われて いる。 



目に 見えない※ 毛を毬 

※この 字 は、 毬第 4 水準 2,78-11 の 作 字 上の 誤りが 疑 

むし 

われる。 心を搔 き※ られ た。 撐 

第 3 水準 1,84-77 叱※ し 鼓舞して 「下さる」 ものな の 

である。 咜 

第 3 水準 1-14,88 



